


キハダ ( 中西部太平洋 ) の資源の現況 ( 要約表 )

資源水準 中　位

資源動向 横ばい

世界の漁獲量
( 最近 5 年間 )

37.8 〜 54.1 万トン
平均：44.6 万トン

（2004 〜 2008 年）

我が国の漁獲量
( 最近 5 年間 )

4.4 〜 4.9 万トン
平均：4.6 万トン

（2004 〜 2008 年）

資源評価まとめ

■ WCPFC からの委託により、SPC（南太平洋委員会）
の OFP（Oceanic Fisheries Programme）が実施

■統合モデルである MULTIFAN-CL により評価
■資源水準は中位で横ばい

管理方策

キハダ資源に関する直接的な管理措置ではないが、2008
年 12 月に開催された WCPFC 本会合において、メバチ
の資源管理措置の導入が採択された。その中のまき網に
関わる以下の管理措置については、特に小型のキハダ
の漁獲に対しても影響をもたらすと考えられる。なお、
2009 年 12 月に開催された年次会合において 2010 年の措
置が決定され、来年の年次会合で管理措置について全面
的に見直すこととなった。

【まき網漁業】
■ 2010 年：（a）集魚装置を用いた操業の 3 カ月間禁止、（b）

ポケット公海禁漁、（c）100%オブザーバー乗船

中西部太平洋におけるキハダの漁法別漁獲量年変化

MULTIFAN-CL で推定された加入量（上）と資源量（下）の傾向（千トン、
資源量の黒線が総資源量、赤線が親魚資源量）(Langley et al., 2009)

MULTIFAN-CL で推定された各漁業の本資源への影響  (Langley 
et al. 2009)
縦軸は漁業が資源を減少させた割合 (% ) を示したもの。はえ縄

（青）、まき網素群れ（赤）、まき網流れ物（黄）、フィリピン・イ
ンドネシアの漁業（緑）、その他（灰色）

中西部太平洋キハダの年齢と成長
矢印はほぼ全ての個体が成熟する体長 ( 尾叉長 120 cm) を示す
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